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１ はじめに 

 諫早市にある長崎県立総合運動公

園は、開設面積約３２ｈａの県営の

都市公園で、陸上競技場、野球広場、

テニスコート等のスポーツ施設の他、

芝生広場や遊具広場などが整備され

た広く県民に利用されている総合公

園である（図-1 参照）。 

 この県立総合運動公園の陸上競技

場が平成 26年に開催される第 69回国民体育大会及び第 14回全国障害者スポー

ツ大会のメイン会場として総合開閉会式や陸上競技の会場として使用されるこ

とが決定した。昭和 44 年に開催された国体のメイン会場として利用されたこの

陸上競技場は、国体の開催に必要な第１種公認陸上競技場としての基準を満た

していないことや老朽化していることなどから全面建替えを行うことになり、

平成 21 年度からその周辺も含めた関連施設の整備、改修を実施してきた（写真

-1 参照）。 

 本論文では、県立総合運動公園陸上競技場の供用開始の前倒しに伴うフィー

ルド整備における工法変更に関する検討内容について考察する。 



  

２ 陸上競技場のフィールド整備 

  2.1 求められる仕様 

陸上競技場のフィールドは主に陸上競技の投てき種目や跳躍競技、サッカー

のグラウンドとして利用されるが、それぞれに求められる主な仕様は 表-1 の

とおりであり、特にサッカーグラウンドには芝生の高い質が求められる。 
 

表-1 陸上競技場フィールドの天然芝舗装仕様 

利用目的 求められる仕様 
陸上競技場（公認） ・天然芝であること 
サッカーグラウンド 
（Ｊリーグ、国際試合等） 

・平坦であること 
・年間を通じて常緑の天然芝であること 
・水はけがよいこと 
・芝がピッチ全体を覆っていること 

 

 2.2 天然芝を常緑に保つ手法 

前項で陸上競技場のフィールドの仕様を示したが、この中でも「年間を通じ

て常緑の天然芝を保つ」ためには、適切な時期及び管理下において、表-2 で示

す２種類の芝、１つは芝生のベースとなる夏芝（暖地型芝草）、もう１つは冬場

の緑を確保する冬芝（寒地型芝草）の切替えを行わなければならない。 
 

表-2 夏芝と冬芝の特性等 

 夏芝（暖地型芝草） 冬芝（寒地型芝草） 

代表的な品種 野芝、高麗芝、姫高麗芝、 
バミューダグラス類（ティフトン） 

ベントグラス類、ブルーグラス類、 
フェスク類、ライグラス類 

特 性 低温に弱く、気温約 10 度以下にな
ると葉は枯れ休眠するが、春先に新
芽を出し再び生育を始める。 
繁殖力が強い。 
踏圧にも強く、スポーツ用のフィー
ルドのベースとして幅広く利用さ
れる。 

高温に弱く、気温が 30℃を上回る
と活動を停止し、35℃以上で枯れて
消滅する。 
成長速度が遅く乾燥に弱いが、日照
不足に耐え種子で簡単に増やすこ
とができる。 

生育適温 ２５～３０℃ １０～２０℃ 

切替え時期 春先（４～６月） 
冬芝を低く刈り込みストレスを与
え芽数を減らし、夏芝の生育を促
す。 
≪トランジッション≫ 

秋（９～10 月） 
夏芝の上から冬芝の種子を播種し
生育させる。 
≪ウィンターオーバーシード 
：ＷＯＳ≫ 

 

  2.3 フィールド整備の当初計画 

県立総合運動公園陸上競技場のフィールド工事は、当初、平成 25 年５月の

完成を目指し、2.1 で述べた競技場として求められる仕様を満たすため、107ｍ

×71ｍのフィールド部分約 7,500 ㎡の面積に、芝生のベースとなる夏芝にティ

フトンを選定し、施工単価が安価で強い芝生を形成することができる「播き芝



  

工法」により、夏芝の張りつけに最も適した春先（３～４月頃）の施工を予定

していた。 

 

  2.4 供用開始の前倒し 

平成 24 年度に入り、平成 25 年８月に開催される国体リハーサル大会（九州

陸上競技選手権大会）に向け新しい競技施設や用具に合わせた運営ノウハウを

作るため、競技場の早期の供用開始について関係団体から要望が出され、供用

開始の３か月前倒しを検討することになった。 

 

３ 供用開始の前倒しに伴う施工時期の変更について 

3.1 課題 

供用開始の前倒しを検討する中で前提となるのは、供用開始時期として設定

された３月初旬の芝生の状態である。この時期は、ベースとなる夏芝が休眠し

ている時期であり、特に今回の工事においてこの時期に供用を開始すると言う

ことは、夏芝が床土の中まで充分に根を伸ばし床土と一体化する前に、冬芝だ

けでフィールドを形成し供用を開始することを示している。つまり、表-3 で示

すように、当初の計画では平成 25 年の春先に夏芝の張りつけ工事、秋頃にＷＯ

Ｓを実施する予定だったフィールド工事が、供用開始が３ヶ月前倒しされるこ

とで、その１年前に生産された夏芝を前年のうちにフィールドに張りつけ、そ

の上で冬芝を生育させ供用開始に備えるという、芝生の工事としては１年の前

倒しに対応しなければならないことを意味している。 

表-3 施工時期、工法変更の比較

当初計画
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図-2  供用開始時の芝生の状態
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冬芝の根の長さ　目標：10㎝

3.2 前提条件の整理 

供用に耐えうるフィールドを

形成するためには、図-2 に示すよ

うに、冬芝の根が少なくとも 10

㎝は伸張し床土をしっかり掴み一

体化することが必要と考えられ、

供用開始の前倒しを検討する中で

考慮しなければならない重要な事

項であった。 

今回の工事では、平成 24 年９月までは陸上競技場の屋根の現場溶接等にフ

ィールドを使用しているなど、建築本体工事との調整により芝の張りつけ時期

が 11 月以降に限定された。この場合、張りつけ工事終了後の現地におけるＷＯ

Ｓでは供用開始までに冬芝を成長させフィールドを形成するのに充分な養生期

間を確保できない恐れがあった。それは、冬芝であっても 10℃を下回ると成長

速度が低下し、５℃を下回ると活動を停止してしまうからである。このため、

９月の時点で予め圃場の夏芝に冬芝を播種すると言う一般的には実施されない

ＷＯＳ手法について芝生産業者に問合せたところ、播種後、圃場における冬芝

の養生期間が２ヶ月程度確保できるのであれば施工可能との回答が得られた。 

この手法を採用することで、表-3 で示すように施工後の現地におけるＷＯ

Ｓと比較し養生期間を２か月程度長く確保でき、供用開始までに冬芝を充分生

育させることができると判断した。 

 

3.3 播き芝工法から張芝工法への変更 

前項で述べたことを踏まえたうえで、平成 25 年３月初旬に陸上競技場を完

成させるにあたりフィールド工事の前倒しが技術的に可能かどうか、芝の張り

つけ工法について検討を行った。 

張りつけ工法について比較検討を行った結果は表-4 のとおりであるが、今

回の工事では建築本体工事との調整により芝の張りつけ時期が 11 月以降に限

定されたため、フィールド現地において直接芝を植えつける「播き芝工法」に

よる施工は不可能となった。代わりに、圃場で生育させた芝をロール状にして

運搬しフィールドに張りつける「張芝工法」であれば、11 月以降の芝の張りつ

けが可能であり、その後の養生管理により供用開始に間に合わせることができ

ると判断した。張芝工法については、芝片の大きさの違い（ロール芝とビッグ

ロール芝）による２種類の工法を比較検討することとした。比較の内容として、

必要工期と養生期間でビッグロール芝が優れるが、このことは供用開始時にお



  

けるフィールドの状態には影響しない。また、施工の特殊性がなく、コストが

安価なロール芝が優位と考え、最終的にロール芝による張芝工法を採用した。 

以上の検討の結果、陸上競技場のフィールド工事は、当初計画と比べ３ヶ月

の工期短縮を実現することができた。 

 

なお、今回の工事では現地における芝の張りつけ工事の際、黒土を残したま

まの施工とした。通常は、栄養分を多く含む黒土を残すと芝の根がその部分で

成長を止めてしまい強い芝生の形成を阻害することに繋がるため圃場の黒土を

洗い流す（洗い芝）が、今回は圃場のＷＯＳから現地での芝の張りつけまでの

期間が短く充分に成長していない冬芝が洗い芝によって流出することが懸念さ

れたためである。可能な限り黒土層を薄くし芝の根の伸張を阻害しないよう考

慮はしたものの、黒土は芝生の透水性を悪くし、また、病害虫を発生させる原

因ともなるため、今後、コアリング等でこれを除去、芝生の状態を改善してい

くことが今回のフィールド工事の課題として残る形となった。 

 
表-4 芝生の張りつけ工法の比較検討 

 播き芝工法 張芝工法（ロール芝） 張芝工法 
（ビッグロール芝） 

施工方法 芝生をバラバラにほぐ
し１株の苗にして床土
に植え付ける工法。 

芝片（ソッド）（90 ㎝×
37 ㎝）を張りつける。 

ロール芝より大きな芝
片（1,320 ㎝×76 ㎝）
を張りつける。 

施工時期 春先（３～５月）が適
期 
７～８月、11～２月は
不可 

春先（３～６月）が適
期だが、養生管理によ
り休眠期以外は対応可
能 

春先（３～６月）が適
期だが、養生管理によ
り休眠期以外は対応可
能 

必要工期 ２～３日 １週間 ２～３日 

使用品種 ティフトン ティフトン ティフトン 

特殊性 植え付けに際して専用
の機械が必要。 

特になし 芝生の生産地、施工可
能な業者が限定され
る。 

施
工
性 

評 価 × ◎ ◎ 

施工単価 ９４０円／㎡ ２，０００円／㎡ ４，０００円／㎡ 経
済
性 評 価 ◎ ○ △ 

養生期間 ３～４ヶ月 ２～３ヶ月 １ヶ月 

養生方法 刈込み、定期的な潅水、
施肥、除草、補植 

刈込み程度 
潅水、施肥等は適宜 

刈込み程度 
潅水、施肥等は適宜 

他事例の
聞き取り
による評
価 

施工後、根付けムラが
できる場合がある。 
供用後は年間を通じて
使用に問題なし。 

年間を通じて使用に問
題なし。 

養生期間がごく短期間
の場合には「めくれ」
の事例が報告されてい
る。 
 

施
工
後
の
養
生
管
理 

評 価 △ ○ ◎ 

総合評価 × ◎ ○ 

 



  

４ おわりに 

これまで述べたとおり、県立総合

運動公園陸上競技場のフィールド整

備は、一般的に実施しない「夏芝が

育成していない状況での冬芝による

供用開始」、「厳寒期の芝育成」、「現

場ではなく圃場でのＷＯＳ」という

異例ずくめの状況の中で行われた。 

しかし、ＷＯＳ手法や芝の張りつ

け工法の変更、また、芝の張りつけ

後の気候変化に対応した養生管理な

ど、状況変化に応じ関係者全員が協力してノウハウをフル活用することで最善

の対策を実施することができた。この結果、供用開始の３ヶ月前倒しを可能と

し、多くの県民の皆様と共に落成式を迎えることができた（写真-2 参照）。 

 天然資材を材料とする工事やその管理に１００％の正解はないと思われるが、

県立総合運動公園陸上競技場フィールド工事の経験が、長崎県のフィールド整

備、芝生管理の技術力向上の一翼を担えたことは間違いない。 

写真-2  陸上競技場落成式の状況  


